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おまけの 
認知的価値

おまけの 
感情的価値

製品の知覚価値 
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H2（＋） 

H3（－） 

H1（＋） 

おまけ開封の 
スリル感

おまけの 
隠匿度 

おまけの 
バラエティ性 

おまけの 
話題性 

H18（＋）

H12（－） 

H20（＋） 

おまけブランド 
に対する態度 

H13（＋） おまけの 
収集的価値 

おまけの 
実用的価値

おまけの 
社会的価値 

H5（＋）

H7（＋）

H9（＋）

おまけの 
製品補完性 

H16（＋）

H15（＋） 

おまけの 
入手困難性 

H11（＋） 収集の 
達成困難度 

H14（＋） 

H8（＋） 

収集の 
楽しみ 

H17（＋）

H10（＋）
H6（＋）

H19（＋） 

ただし、パスに付された番号は調査仮説

の番号を示す。また、カッコ内の符号は、

符号仮説を示す。 

おまけの実用性の

重要度 

おまけ付き 
製品の購買意図
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0.はじめに…                                    

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

インゼミディスカッション 

『インゼミディスカッション！』 
第 4 期 佐藤 奈津子
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1.上記パス図と論文の問題点                                

・パス図が複雑すぎる。 

・ゆえに、実証がうまくいっていない。 

・構成概念間の区別が不十分である。 

・因果関係の正・負があやしい。特に仮説 12 など。 

・ 

・ 

・ 
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製品本体に

対する態度

おまけに 
対する態度

H2（＋）

H1（＋）

コレクション 
負達成見込

おまけの 
バラエティ性 H7（＋）

製品本体の 
品質 

H4（＋）

おまけの 
品質 

H5（＋）

ただし、パスに付された番号は調査仮説

の番号を示す。また、カッコ内の符号は、

符号仮説を示す。 

H9（－） 

H3（－）

H6（＋）

おまけ付製品

購買意図 

おまけの 
隠匿度 

H8（＋）

2.先生からアドバイス頂いたパス図（に一部加筆）                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.今後、取り組むこと                                    

上記パス図に、前作の要素は全て盛り込まれているかということの検討 

観測変数の設定（ひとつの構成概念に付き 5 つ程度）→調査の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


